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述
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が
輸
出
に
就
，て
.は
知
炸
て
居
~ら
な
い
炉
ら
し
て
、
千
九
：
 

西
九
年
以
後
に
於
け
る
穀
物
の
輸
入
超
過
额
の
有
無
並 

に
數
量
を
知
る
こvj
は
自
分
に
は
'出
來
な
い
け
れ
ど
も 

唯
千
九
西
十
三
年
の
み
に
就
て
は
.ジ
J

ド

の
示
す
所
に 

ょ
れ
ば
穀
物
の
輸
入
六
一
三
、
四
0
〇
磅
で
輸
出
は
五 

六
四
、
〇
0
〇
、
〇
〇
〇
磅
な
る
垆
故
に
穀
物
入
超
额
は 

四
九
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
磅
だ
ビ
ぁ
る
。
若
し
も
消
费
並 

に
內
國
生
產
に
多
大
の
增
滅
な
炉
り
しVJ
す
れ
ば
千
九 

西
九
年
乃
至
.千
九
西
十
ニ
，年
の
四
ヶ
年
問
も
侬
然
千
九
，
 

西
十
三
年VJ.

同
じ
く
相
當
の
輸
入
ぁ
り
し
も
の
ビ
.推
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す
る
こ
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が
出
來
る
か
ら
し
て
，.、
创
國
は
戰
0

多
；大
の
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穀
物
を
外
國
か
ら
輸
入
し
て
2
5つ
^
の
で
ぁ
る
ど
い
ふ 

> J 
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は
れ
る
の
で
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o 

.
i

然
ら
ば
千
九
西
十
四
年
度
に
於
け
る
穀
物
供
給
狀
態 

如
何
6
見
る
に
、
農
務
太
は
の
發
表
す
る
所
に
ょ
れ
ば 

千
九
两
十
四
年
度
に
於
け
る
小
麥
收
權
は
.千
九

西

四

•年 

乃
茧
千
九
西
十
3
年
の
十
ヶ
年
平
均
额
ょ
卩
も
僅
か
に

ダ
芝
.
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〕
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度
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ら

：̂

越

し

れ
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齋

嚴

小

麥

粉 

'•
0
菩
§
.
は
古
百
离
ヵ
ン
ト
1
、
雨
者
#
せ
て
九
千
ニ 

西
萬
.力
.ン
ト
I
だ
け
千
九
百
汁
四
#
度
の
消
数
に
供
し 

得
ら
れ
.る
。
所
で
小
麥
の
消
费
额
は
甸
年
苹
均
九
千
四 

西
萬
.力
ン
.
>
'
1
で
あ
る
か
ら
し
て
"
八
月I n

z

に
於
け 

る
同
年
度
の
.毂
物
不
足
额
は
二
百
萬
力
ン
トー

で
あ
る 

w

發
表
さ
れ
れ
。
故
に
‘內
國
小
麥
の
外
國
輸
出
が
全
然 

行
は
れ
な
い
も
の
ど
し
て
も
猶
ほ
此
分
量
だ
け
で
は
外 

國
か
ら
褕
入
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
苦
し
幾
分
か 

輸
出
が
行
は
れ
る
.免
の
ど
ず
れ
ば
猶
ほ1

層
多
量
を
輸 

人
し
な
け
れ
«
な
.ら
な
，.い
ミ
.い
ふ
必
要
に
迫
ら
れ
て
居 

つ
た
の
で
か

令
。
而
し
て
開
戰
前
の
^
;J
に
あ
れ
つ
て 

は
佛
國
內
に
於
け
る
小
麥
相
場
は
殆
ん
ど
常
と
變
る
所 

は
な
か
つ
^
。
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七
月
三
‘十i
 nr 、

政
府
は
旅
勢
の
切
逍
せ
る
を
見
て 

俄
か
に
小
麥
に
對
す
る1

力
Z
タ
ル
に
就
き
七
法
ビ
い 

ふ
輸
入
税
と
小
黎
練
R
猶
す
る
.輸
入
稅
を
免
除
し
た
。
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き
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千
.
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西
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ヵ
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1
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し
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入

0

を
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除
し
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十

三
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Kは
米
及
挽
割
粉
の
，輸
A 

税
を
も
農
し
，
か
く
し
で
怫
國
內
“
於
け
る
食
科
品
，
 

並
に
家
®
飼
料
の
輸
入
を
容
易
な
ら
.し
め
以
て
國
民
の 

食
料
品
供
給
の
安
全
を
針
つ
れ
。
.然
る
に
千
九
西
十
四 

年
度
の
米
國
小
麥
の
收
襻
は
充
分
で
ぁ
つ
れ
に
も
拘
ら
.
. 

す
開
戰
以
來
各
國
の
姐
育
市
場
に
對
す
6

小
麥
需
要
額 

頗
る
急
速
ば
增
加
し
た
が
た
め
に
細
育
の
小
麥
相
場
は
.
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頗
る
急
®
'に
騰
貴
し
始
：め
た
。
そ
こ
で
人
は
頗
る
前
離
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を
案
じ
‘て
、
兵
站
部
で
は
巴
11
1
を
撤
退
し
た
軍
隊
へ
の
' | 

食
糧
供
給
.を
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證
せ
ん
.が
た
め
‘に
食
料
品
に
對
し
て
一
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糖
の
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な
る
出
港
禁
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).

を
ば
數
縣
に
於 

て
打
つ
た
。
然
し
#M

で
は
未
だ
全
pi
に
向
つ
て
毂
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の
輸
出
禁
JI
:
'•を
命
ず
る

に
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¥
ー
ら
な
か
つ
れ
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之
は
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物
供
•給
の
安
全
ヒ
い
ふ
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か
■ら
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れ
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甚
だ
了
解
^
苦
ノ 

し
む
■所
で
.ぁ
る
。
最
も
八
月
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數
糧
貨
物
，の
輸
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再
®

を
'禁
す

る
2
3の
條
令
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で
雇
る
が> 
そ
の
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容
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追
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從
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小
齋
@
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I
外
共
'に
騰
^W

々
甚
し
か
つ 

f
t
o細
育
^
:
於

け

る

相

場
'は
同
年
七
月
終
：b
に
'於
てj 

力V

タ
グ
：に
#
き
十
七
：法
；で
あ
つ
た
も
の
が
.
^
一
 
月
末 

に
は
.一ー：一.十
法
八
十
ぞ
ン
^

|
ム
に
：上
.
0
.
'
れ
。
.機
内

地 

.の
栩
'場
如
何
S
見
る
"に
八
.佛
國
の
■北
部
十
縣
は
獨
軍
の 

儀

略
を
.受

け

或

は

占
«
せ
.ら
れ

，成

は

策

戰

上

ょ

り
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を
命
^
ら
れ
.な
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し
#

る
が
れ
め
に
难
時
干
七
宵
六
十 

五
萬
.力V

ト

ー

o

も
り
し
右
十
縣
の
小
麥 

は
其
.の
中
約
七
}
2七
十「

萬
力
ン
トー

を
失
ふ
、K
t

、
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つ
て
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先
き
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八
月
於
跃
に
だ
於
て
3
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ヵ
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怫
國
內i

於
け
る
小
麥
柑
場
綠
末
は
近
づ
ぐ
に
寒- 

.て
騰

實

し

始

め

、

さ
ぎ
に
七
法
の
關
稅
：が
免
除
さ
'れ
杧 

:.

に
も
拘
ら
ず
連
赁
の
騰
貴
、
爲
替
相
場
の
低
落
等
に
賴 

固
し
て
米
國
上
り
の
輸
入
小
麥
の
相
場
は
低
落
ぜ
す
， 

以
て
內
國
相
場
の
騰
貴S?

抑
制
す
る
に
足
ら
ず
、
か
く 

; 

て
益
々
內
國
相
場
は
騰
貴
の
勢
を
高
め
て
來
れ
。
八
月 

1

0
か
^
十
ニ
月
ー
ー
十
七
日
ま
で
に
小
麥
八
讶
三
十
九 

捣

七

千

五

西

九

十

三

ヵ

ン

ト

ー

、
•小

麥

粉

西

七

萬

三

千 

ニ
西
九
十
三
力
ン
ト
ー
、
兩
潜
併
せ
て
九
百
四
十
七
萬|

八
^
七
十
六
力
ン
-

-
の
輸
入
ぁ
^

CV 、

.以
て
千
九
商
十}

四
年
末
に
表
は
れ
た
る
同
年
度
の
小
麥
不
足
額
は
殆
ん 

ど
補
充
さ
れ
.|
2
に
も
拘
?>
'
't '
-代
價
騰
貴
は
停
止
す
る
所 

な
ぐ
、
十
一|

月
末
に
於
て|

力
ン
タ
ル
に
就
き
ニ
十
七 

法
二
十
八
ナ
ン
チ
ー
ム
な
り
し
も
の
が
®
千
九
f
H
i-五 

年
一
月
末
に
$

一
 
十
九
法
乃
至一

一一

十
法
i
な
つ
た
。：
三 

月
(■
:
入
つ
て
は
$£
に
«

«し
て
-H
士
一 
法
を
承
す
に
至 

つ
た
。
之
に
#

つ
て
燕
麥
*裸
麥
•玉
蜀
黍
等
の
代
價
む

播

/V
鱗

)

一
〇
六

S

十
0
法
-の
間
を
往
來
&
て
‘居
つ
た
有
樣
で
あ
る
o:

•

が

心

主

嬰

食

料

说

た

，■る

榖

物

の

騰

貴

を

眼

前

に

控

え 

で
國
K
も
軟
府
も
平
然
れ
を
こ
；ミ
は
出
來
な
か〉

つ
れ
。 

即
ち11

{月
十
九
日
^
國
民
食
料
品
の
れ
め
に 

一■
.

千 

萬
'法
だ
げ
の
貨
物
を
»
貢
.す
る
の
權
限
を
政
府
に
興
へ 

ん
と
す
る.の
法
案
：が

下

院

に

提

出

せ
&
れ
" 

'
雨
院
を
m
 

過
し
て
繼
て
法
律
ビ
な
つ
：て
表
は
れ
た
。.

而
し
て
政
府 

は
此
の
橘
限
に
ょ
.つ
：で
早
速
購
買
を
始
め
,
又
兵
站
部 

も
^

隊
の
'
^
め
に
.
に̂
外
顆
か
ら
食
料
品
を
輸
入
せ
ん 

.J

ビ
を
企
て
V
m

B_に
向
つ
て
行
つ
た
食
料
品
の
出
锵 

禁
止
も
解
禁
し
れ
。
人
は
此
等
の
手
段
に
ょ
つ
て
小
麥 

の
低
落
を
希
望
Uた

：.

の
で
：あ
る
，か
不
幸
.に

し

て
此
の
希 

望
は
達
.せ
ら
.が
一
べ'き
，樣

子

が

見

え

な

か

つ

れ

。
_
蓋
し
千 

九

百

十

五

年

度

の

收

權

が

頗

る

悲

觀

せ

.ら
れ
穀
物
輸
入 

の
必
喪
は
益
々
大
な
る
ベ
く
考
へ
ら
れ
た
か
•ら
で
あ
，
 

る
。

” 

V

へ

',
1
.千
九

商

十

五

年

度

：砂
小

麥

收

«
の
悲
観
せ
'ら
れ
れ
の

- 

臌
货
し
て
裸
麥
の
如
さ
一
カ
ン
タ
ル
に
就
き

一

一
十1

乃

ば

ぼ

，麗
が
：：の
理
由

.が

.

.ぁ

.る

.!(
)
>
3其

の

中

；で

も

耕

地

作

附 

I

M

M

H

M

I

M

H

n

l

n

y

y

M

l

i

i

N

i

l

i

N

i

B

M

M

t

i

H

i

i

l

y

M

M

i

M

y

i

M

i

t

i

H

i

i

i

i

H

H

H

n

i

i

s

M

l

s

M

M

而
賴
の
減
少
^j

勞

働

の

不

足

と

は

最

毛

主

.要
な
も
の
で 

.ゎ
る
0.
先

づ
勞

働

の

不

足

に

：就
て
云
，
へ
试
，
千
九
百
十 

四
年
の
.蝥

ま

で

に

.は

從

來

業

に

從

事

し

で

居

つ

た 

も
•の
が
續
々
動
員
さ
れ
て
戰
線
へ
送
ら
れ
た
。
其
の
結 

粜VJ.

し
て
田
舍
の
秋
は
®
る
忙
し
く
*
田
街
農
家
の
老 

人
小
兒
>婦
人
は
勿
論
，
牧
師
公
證
人
ょ
&

進
ん
で
は
一 

都
#
の
J?
J
女
年
.金
所
有
者
等
：に
^
る
ま
で
も
田
舍
に
入

一
 

U
迖
ん
で
葡
萄
採
取
。W
料
播g

•牧
草
刈
入
等
に
從
事
一 

し
れ
が
、
そ
れ
の
み
で
は
到
底
手
が
迦
ら
す
、
從

來

使| 

，
用

せ

ら

る

、
に

至

ら

な

か

つ

れ

機

槭

の

使

用

を

始

め

.た 

農

務

太
R
は

旣
R
八

月
.

一, 

u
^
.
各

聽

事

に

：通
告
を
.發 

し
て
農
政
學
敎
授
の
意
見
に
從
.つ
て
收
稷
保
存
並
に
播 

鋪
の
爲
.め
に
出
來
得
る
限
り
'0
ん
を
し
：て
之
.に
與
か
$
 \ 

し
め
ょ
ビ
訓
令
し
、
多
數
の
農
材
及
農
業
組
合
に
於
て 

U

1方
該
村
落
又
は
組
合
內
'0
.土

地

全

部

を

合

せ

他

方 

.之
に
屬
す
る
農
業
者
全
部
を
組
；織
，
^
て
適
當
に
全
勞
働 

.を

ば

各

作

業

に

彼

狒

す

る

こ

ビ

に

し

た
0

M
に
召
集
.さ 

れ
て
：も
未
だ
■戰
線
へ
.送
6
れ
ざ
る
陸
眾
兵
を
借
り
來
'̂

.

.ニ

層

P

ぺ
雜
:;
'

—

-■
'
國
：濯

'0
食
紙
即
題

て
農
業
勢
働
’に
從
事
せ
'じ
む
が
‘」
と
'に
し
^
タ
然
3
な 

が
：ら
是
等
の
手
段
は
未
だ
.以
て
勞
儆
の
不
足
を
郇
ふ
に 

は
足
i

か
つ
ft
。：

加

ふ

る

；に
出
従
軍
人
の
■
女

に

向 

つ
て
手
赏
が
給
與
せ
ら
る
、
こ
と
に
な
つ
た
の
で
餘
程 

婦
人
勞
働
の
減
少
を
來
し
た
。
勞
働
が
如
何
に
不
足
で

ぁ
.，つ
*
ヵ

<f
vい
ふ. こ

.--

a
7-
..一
プ
.ト
t

 ̂
•
ナ

ン

ト

.
一
フ
ル
に

於
て
は
食
事
#
.

1T

て
本
時T

1

法
の
勞
銀
を
要
求
せ
し
老 

年
農
業
勞
働
者
が
六
法
八
十
サ
ン
チ

ー

ム

を
要
求
し
、
 

ジy 
ロ
ジ
,
に
'於
て
は
.秋
全
體
を
通
じ
て
雇
へ
ば
ニ
法
半 

繁
忙
*
の
-み
な
ら
ば
；

I.

一一
 
法
を
要
求
せ
，し
も
の
が
五
法
を 

要
求
す
る
：

4

至
つ
た
ビ
い
ふ
事
實
に
徵
し
て
も
知
り
得 

ら

れ

る

の

で

‘ぁ

る-'
:0次
に
耕
地
作
附
面
鑛
の
減
少
に
就 

て
云
へ
ば
、.
佛
國
#
部

の

十

縣

はA
全
國
總
而
職
の
約 

百
分
の
：四
に
當
名 

>
.が
福

軍

の

侵

略

の

た

め

に

*
^
員 

■業
^y

使
用
さ
れ
な.ズ
な

-9
杉
結
搌
ビ
.し
て
»
■
«
の 

減

少

し

拎

程

度

は

斯

道
0
精
通
者
ダ
リK

ッ
ク
氏
の
計 

算

に

ょ

れ

ば

乃

釜

國

耕

地
0
百
分
の
十
八
に
當
る
。
軍
- 

把
そ
れ
の
み
で
は
な
^
タ
殘
り
百
分
め
八
十
ニ
も
其
の

银
八
號 

' 

一
〇
七-

'

V



0

$

2i.

侧®
.

雜
：

錄
'

全
部
が
耕
作
さ

和̂

■

は
な
べ
し
尤
前
述
の
勞
働
不
：

龙
0

*
泠
：4

0は
馮
匹
の
不
足
の
た
め
に
作
附
11
»
の 

減
少
を
來
し
宄
の
で
ぁ
-
て
"

千

九

西

十

四

年

末

に

吟 

け
る
傭
树
爾
積
.は
前
^
十
縣
.を
險
い
-た

殘

办̂

+

i
 

の
み
{:
就
て
.見
る
も
前
年
末
に
：五
苗
四
十1

萬
七
千H. 

~ 

ク
タ
1
ル
な
-
し
も
の
が
四
百
六
十
ニ
與
一j

千
ニ
百
.エ
、| 

ク

ク

ー

ル

に

減

じ

て

一

割

七

分

餘

の

減

少

を

示

し

て

•居

\ 

る
。
之
を
全'體
に
.就

て

見

れ

ば

戰

前

四

年

の

屯

均

播

種 

六
百
五
.十
萬
：
エ
ク
ク
ー,
は
五
]?
六

十

九

海〗：

千 

七
西
七
十
ー

エ
ク
ター

,
に
減
.じ
て
約一

割
四
分
の
減
._ 

少
を
示
し
て
.居
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
實
は
世
'人

を

し

て

千

九

百

十

五

年

度

の

小 

致

收
#

に
..
1

^
.て
.益
，々
.«
處

.の

倉

を

懷

か

し

め
ft
の
み) 

な

ら

ず

、
作
柄
'も

亦

例

年

ほ

ど

に

&
好

で
.な
い

と

報#
. 

ら

れ

ぉ(

同

年

の

夏

に

入

つ

て

，收

權

を

終

つ

た

r :

き
は 

戰
前
平
均
、

エ
ク
タ
ー
严
に
つ
き
收
權
十
六
エ
ク
,b
ッ 

!
ト
ル
六
八
な
：り
し
も
，の

が

同

年

に

は
十
四
チ
ク
ト
リ

. 

ト

ー

ト
V
八
ー
ぃ
一
，，
ね
a
じ
て
W
た
か
ら
‘し
て

此

の®
fe
は

0

A

0

S

A

に
於
け
.る
幾
多
‘の
折
曲
波
瀾
：を
經
て
十
月
十
六
日
に
至 

6
遂
に

.1
0法
律
沢
發
布
さ
れ
ね
。
其
の
趣
旨
は
S

 

淨
繼
績
中
は
國
民
給
養
0
爲
め
に
政
府
は
.外
國
ょ
6
小 

麥
を
輸
入
す
る
こ
ビ
を
得
べ
く
、
又
內
國
に
於
て
'小
麥 

を
微
锻
す
る
こ
と
を
得
。
小
麥
徵
發
の
場
合
は
一
工
ク 

ト
リ
I

V
ル
R
つ
き
七
十
七
キ
V
グ
•ラ 

'ムの
®
量
を
有 

し
#
の
物
®
一
 1

ハー

セ
ン
ト
以
上
を
^
ま
ざ
る
.小
麥
ー.

力
ン
タ
ル
：(

西
キ
ロ
グ
ラ
ム)

に
對
し
て
三
十
法
を
超 

ゅ
る
を
許
さ
ず
。i

エ
ク
ト
リ
I
ト
ル
■に
就
き
合
有
せ 

ら
る
、
他
の
物
質1

キ
ロ
ダ
ラ
ム
を
加
ふ
る
每
に
代
價 

を
.一
パ
ー
セ
ン
ト
低
め
、

一
キ
ロ
ダ
1ゾ
ム
を
減
ず
る
每 

に
代
僧1

パ
ー
セ
.ン
ト
高
む
。
右
小
麥
の
輸
入
並
に
徵 

發
の
爲
め
に
ー
僞
ニ
千
齡
法
の
&
债
を
慕
集
す』

と
い

ふ
の
で
ぁ
つ
た
っ 

,

.

猶
ほ
此
0
法
#
ど
な
つ
た
部
分
ど
典
に
提
出
せ
ら
れ 

.1

ビ
度
_
題
.に
上

つ

た

幾

多

の

注

意

す

ベ

き

案

の

ぁ

：つ 

た
^W

を
1
言
す
各
の
必
耍
が
ぁ
る
-9
そ
れ
は
、<:小
麥 

の
外
に)

.

.ィ
：麥

粉

を

も1*
.八
^
七
十
七
年
七
月
££
日
0

:

第
十
卷.
.a

、一
四'玉)

雜
錄
佛
國
戦
時
の
食
料
間
題
，

適
中
3
て
居
^

^

@で
ぁ

^

%

於
ぐ
し
て
米
國
小
麥
に 

對

す

§
露

翦

は

頗

浓

潸

加
_せ
.ざ
；4
を

得

な

か

つ

た

。
典 

の

結

果

患

て

い

ル̂

#
ル

獲

の

開

放

近

きk
ぁ 

>
露

國
^
小
*
财

容

易
^
具
つ
.
^
^
.
に
怫
國
に
.供
給
せ 

ら
-る
、
、
の.
m

u期
し
て
待
つ
：ベ
し
ビ
考
へ
'
&れ
た
"る
時 

を
除
く
の
外
は
.
、
' 米國
に
'於
け
る
，小
.麥
:#
場
.は
'高
.ま
る 

1

方

ヤ

、
之

れ

に#
つ
‘、
て
.運
賃
も
：保
險
料
も
.騰
貴
し
爲 

智
相
場
亦
颇
る
：緊
張
し
て
來
把
。
そ
こ
で
政
府
はj

方 

第
隊
の
爲
め
に
.は

日

以

來

各

縣

の

知

事

に

向

つ 

て
•陸
軍
當
局
省：

の
委
聽
に
ょ
つ
て
小
#
の
'
徵

發

を

な

し
 

得
べ
き
こ
^
、
直
ち
.；2

薇
發
せ
す
と
も}

力
ン
タ
ル
に 

つ
き
.
5
+ー|法
，の
代
11
.を
01
て
程
な
く
徵
發
す
ベ
き
旨 

を
通
吿
し
て.小
麥
の
.
#續
.を
差
押
へ
る
こV 」

を

得

べ
&

1
筒

の

訓

命

を

猶

へ

、

1、般
國
民
の
爲
め
に
は
五
月 

十
九
日
に
：至

り

商

務

大
E
は
國
民
に
小
麥
を
供
給
す
る 

目
的
を
以
て
.五
千
萬
法
の
支
出
を
な
す
.の
權
限
を
政
府 

に
與
ベ
i
tめ
む
せ
：す
る
め
法
燊
を
_
會

{■
•
:提
出
し
れ
。

.

奋
3£
月
^

-

日̂
；0
政

府
0
提

案

ね
$

づ
き

±
卞
雨
院

箪

事

徵

，發
：に1'
す
る
法
律
の
規
笼
1:
'
從
：つ
て
徵
發
す
る 

の
權
!#
を
ば
知
»
の
ー
代
规
者
に
.行
使
せ
し
め
む
S
す
る 

こ
ど
"
.小
麥
は
最
高
代
價
をT

カ
ン
タ
ル
に
就
き
■三
十 

法
ど
定
め
小
豸
#
の
最
高
代
®
は
小
麥
磨
碎
の
漉
度
の 

如
何
に
ょ
り
條
令
を
以
て
之
を
宛
め
る
こ
ビ
、
戦
時
中 

並
は
戰
後
ビ
雖
も
之
を
反
對
の
意
思
を
表
示
す
る
他
の
. 

條
令
の
出
る
ま
で
は
小
麥
及
小
麥
粉
の
ft
t

A
を
ば
政
府 

の
獨
占V 」

す
る
こw

、
小
麥
粉
の
製
造
に
當
つ
て
は
七 

十
.四
パ
I 

ン̂
ト
ま
で
磨
#
す

る

こ

^
、
'
販

寶

す
る
麵 

雜
は
此
•の
小
麥
粉
R
少
く
と
も
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
他 

の
毂
粉
例V

ば
米
•裸
麥
• 

_麥
•
.玉
！
？
淼

等

の

粉

を

泥 

入
す
るC

 VJ 、

等
即
ち
是
れ
で
ぁ
る
。
是
等
の
案
は
悉 

く
下
院
を
通
過
し
竹
け
れ
ど
も
上
院
に
於
て
拒
^
す
る 

所
1 :
な
つ
た
。
蓋
し
土
院
で
は
、
小
麥
及
小
麥
粉
の
最 

高
代
®

¥

®め
る
こ
ど
は
商
業
の
自
由
%
,
妨
げ
る
e
考 

へ：> 
小
麥
を
七
屮
四
涔
丨
セ
ン
ト
ま
で
磨
碎
せ
し
む
る 

こ
ビ

に
就
；て
は
^
質
(«
1%
な
^
小
#
ビ
究
全
な
る
'技
術 

設
備
ビ
を
以
て
#

<s
に
ぁ
;6
す
ん
.
.ば
營
養
カ
な
き
不
純
'

笫
八
m

1〇
九



f'-

猫
十
餘
.

(

ーニ四本

)

雜錄佛國戦時の食料間遛

捃八號

ニ〇

分
乎
を
全
ぐ
避
炎
令
'
.
>
€
能

は

す

ヒ

考

へ

、

販

賛

す

ふ
.
丨
レ
1マ
シ
は
毂
物0
代

價

制

定

を

行.つ
て
居
る-

紙
亂
に
は
^
る
小
麥
粉
に
他
の
穀
粉
を
少
ぐ
$
も
^

ハ 

1
セ
ン
ト
®
入
せ
^
め
る
ど
.い
^
點
に
就
て
は
小
#
粉 

が
旣
に
を
の
中
に
營
養
カ
な
き
不
純
分
を
/N
r-
l
ん
で
居
る 

そ
の
上
に
11
1
に
：文
炉
、
る
他
の
穀
粉
を
混
す
る
に
於
て 

は
麵
_
の
1£
量
を
.從
來
ょ
り
も一:
層
增
大
せ
し
む
る
の 

必
要
が
あ
る
の
で
毫
も
小
麥
の
節
約
に
な
ら
な
いV

J

い 

ふ
®
旨
で
反
對
し
^
の
で
あ
る
。
-か
\
る
次
第
で
輸
入 

小
麥 
一一
«
法
以
上
の
節
約
を
來
す
の
理
由
で
下
院
.̂, 

通
過
し
た「

此
の
所
謂
國
定
麵
麵(pain .national )
,の
使 

用
案
は
雜
k
去
ら
れ
其
の
他
の
案
も
拒
否
さ
れ
て
結
局 

前
記
の
如
く
、.
m
に
小
#
の
み
：の
最
高
代
價
制
定
，其
の 

微
狻
及
び‘輸
入

の

件

を

足

む

る

法

律

と

な

つ

て

表

：は
'れ 

た
の
で
あ
る
。

■ 

’ 

.

%
來
最
高
代
價
の
制
定
ビ
い
ふ
こ
と
は
.今
度
の
戰
爭 

に
基
^:
ぃ
て
始
め&

行
は
れ
れ
.)

c
で
、は
な
く
し
て
其 

の
滕
史
は
佛
國：

に
.於
て
^'
.Is
分
古
い
も
の
で
あ
る
。
.遠 

く
は
«
-元
七
西
九
十
1四
年
及
び
八
窗
.：四

年

に

於

て

シ

.ャ.'!

.
y

ッ
ダ

-
f

t

水
は
千
三
西
四
年
1

一
月
'か
ら
四
月
ま
で 

•同
じ
.

<
穀
物
の
代
價
制
宛
を
や
0

て
居
る
'。
.降
つ
て
は 

革
命
時
代
に
於
て
は
ロ
，
ベ
ス
，.
•ヒ

H

1

ル
沒
落
i

共
に
共 

和
國
の
理S

。
IE
_

^J
^

に
反
す
る
と

て
排
乐
せ
ら
名 

V

に

至

，
な

ま

で

永

く

«

©

代
價
制
定
が
行
は
れ
れ
。
页 

に
千
七
西
九
十
ナ
#

に
至
b

て
先
に
廢
止
さ
れ
た
る
最 

高
代
價
制
限
が
復
活
さ
れ
同
年
七
月
十
九
K

の
法
律
は 

市
提
m

向

0
.

て
麵
麴
及
び
.生
肉
の
み
に
就
て
代
惯
を
制 

定
す
る
.
の
權
限
を
«

へ
た
。
尤
も
葡
萄
、¥

麵
■
興
の 

他
の
縠
物
又
は
他
の
貨
物
に
適
用
す
る
こ
i

は
許
さ
れ 

な

妒
' 0

た
に
も
枸
ら
ず
例
外
的
(^

知
事
が
屢
々
麵
»
及 

び
生
肉
以
外
の
貨
物
特
に
牛
乳
の
代
價
を
す
ら
制
史
す 

る
こ
ど
を
決
纖
し
れ
こV

J

が
あ
つ
た
i

は
云
へ
、
市
長 

に
於
て
：は
右
の
法
律
に
ょ
A

て
許
さ
れ
た
る
麵
義
及
び 

生
.肉
に
就
て
す
ら
代
價
の
.非
常
に
騰
貴
し
た
時
の
外
は
' 

餘
り
此
の
權
限
を
靡
行
し
^

こ
e

は
な
か
つ
れ
、
け
れ 

ど
も
‘千

，
八

西

十

}

年
以
來
麵
齙
.
.
0代

僧

，
制

定

好

魔

々

行

m

は

れ

千

八

百

1:

|ホ
3
年

六

：月
以

來

は

十

五

日
#

K代
價 

を
改
定
す
る
こ
，i
、
し
て
麵
雛
代
價
が
.公
足
せ
ら
れ
だ 

.而
し

て

千

八

西

五

十

三

年

末

以

來

は

麵

顏

製

造

業

者

に

；
 

對
す
る
束
純
を
益
々
嚴
に
し
製
造
人
の
數
を
制
娘
し
從 

漿
者
に
向
っ
て
榖
粉
購
買
高
の
巾
吿
並
に
”
定
分
量
の 

供
託
の
義
務
を
ft
は
し
め
て
以
て
市
長
に
委
託
さ
れ
た
一 

る
|?
限
を
し
.
て
一
層
效
M
あ
ら
し
む
る
-ーヾ」

\

さ
へ

し

| 

た
の
で
あ
る
.。

市
長
0
此
の
權
限
は
千
八
西
六
十
三
年 

.0
條
令
に
ょ
っ
て
も
廢

北
さ
る
八
に

至
ら
ず
、
輿
の
後
■ 

立
法
潘
は
市
長
の
權
限
行
使
を
附
し
て
製
造
人
に
對
す 

る
仰
限
を
出
來
得
る
限
り
寬
大
に
す
る
} j r

匕
R
し

た

がj 

そ
れ
も
永
く
は
續
か
す

し

て
依
然
ヾ

」

し

て

.千
七
西
九
十 

一
年
の
法
律
は
有
效
i
し
：て
殘
っ
て今
M

に
ま

で
a
ん

j 

で
居
る
の
で
あ
る

。
.代
偕
制
®
な
る

.
> 

j 

S
は
斯
る
長
き 

歷
史
を
有
っ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
..
而

も

最

も

近

^
.
も 

の
.、
み

に_就
て

.見̂-
,̂
千

.七

西

九̂
一
；
年

.
以

來
W-
ニ
十 

餘
年
の
生
命
を
保
っ
て
來
で
居
る
の
で
：あ
.る
。

.t
れ
！

&

 

戰

爭

の

直

前

：に
當
.
o
,
p
:
E

通

，
里

昂

，
、水

ル
ド
ー
興
他
の

第
十
卷：

(
一
1

四
七)

,
,

雜
，

'

錄

f

陇
哝
ゆ
食
料
.吼
曝

大
郤
市
.を

除

く

以

外

千

0
大
小
都
市
に
於
て
實
lr
へ
 

せ
■.ら
^
，̂

,
:
終

,1
,な
か
'ら
.能
.ぐ
考
へ
_..
て
見
るVJ .

小
麥
の 

代
價
.を
定
め
：ず
し
て
麵
_
の
.み
の
代
價
を
定
め
た
所
♦か 

何

等

の

實

效

を

嫌

：

&す
：：

こVJ

は
出
.來
な
.い
、

假
b
.
に
麵 

確

百
キ

：

ロ
グ
矛
ム
の
代
®
を
四
十
法
ど
定
め
た
所
で
* 

雛
有
キ
ロ
'グ
，ラ
ム
に
.つ
，き

四

十

法

以

上

に

騰

貴

し

た

埸 

合
に
.於
て
は
市
長
如
何
に
敏
腕
な
.
A
ビ
..雜
毛
當
初
の
制 

定
代
惯
.を
維
持
せ
.し
む
る
こVJ

は
出
來
な
い
で
は
ぁ
る 

ま
い
か
。
此
の
點
に
氣
.が
^

い
た
か
ら
し
て
政
府
は
先 

づ
麵
藤
代
價
を
制
定
し
て
以
て
間
接
に
麵
齙
の
代
惯
騰 

貴
を
防
が
ぅ
ビ
考
へ
で
、
'麵
齙
の
最
高
代
價
を
芄
月; 

日
に
先
づ
ー
1一
十
一
.

一

法
と
定
め
次
で
十
爿
+
六
日
の
0

 

で
之
を111

十
二
法
に
改
定
し
P

此
れ
以
上
の
.代
價
を
以 

て
取
91
.す
ふ
：者
6
る
:̂

き
は
右
の
公
®
代
價
を
以
て
政 

府
に
徵
發
す
る
：

V
J

い
ふ
こ
ム
に
し
^
の
で
ぁ
る
。

,
此
の
.法
1
:で
«

^

*の
.代
©
制
定
は
〃
行
つ
た
が
小
麥 

粉
に
.就

て

、
は
‘
之

を

行

は

^
か
：
つ
た
。
：
蓋

し

中

七

西

九

十

：
 

1
年

の

法

律̂

认
{
て
_
離
.に
對
す
る
市
畏
の
代
偾
侧

第
八
號
：

 

一I

ブ



$

.

0
 

(
一
1

四
A)

雜

錄

怫

_
戦

時

の

^

-

_

越

走
權
が
充
分
に
有
效
に
行
は
れ
'#
る
^
考
ベ
た
か
ら
で
. 

あ
る
。
然
し
市
長
は
麵
雜
の
代
.價
を
定
め
.む
i
欲
しV

 

も
其
の
M
料
品
'た
る

小

麥

粉

の

代

偾

を

先

づ

定

む

る

，の 

必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
麵
齙
及
小
麥
粉
の 

蓮
輸
狀
態
や
製
粉
狀
態
の
如
何
に
ょ
つ
て
各
地
頗
る
相j 

遙
す
る
所
あ-£>

敢
て
ー
都
市
の
み
で
^
め
得
る
こ
ビ
で
一 

な
い
か
ら
し
：て
、
小
麥
粉
代
偾
の
制
定
權
は
之
を
各
.縣

\ 

の
知
.事

に

委

任

す

る
こ

、

ビ
に
し
れ
。
知
事
はj

〒
ク
ト 

リー

ト
ル
に
つ
き
七
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
$
|1
あ

る

紅I 

龜
>
七
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
磨
辟
し
れ
る
も
の
を
檩I 

準VJ

七
て
#
粉
の
代
®
を
定
め
れ
が
ノ
其
の
制
定
さ
れ 

12
る
代
惯
は
勿
論
縣
R
ょ
つ
て
多
少
の
相
違
が
あ
つ
て

\ 

小
麥
粉
一
力
ン
タ
ル
R-
つ
き
低
き
は
四
十
法
"
高
き
.は

\ 

四
十1

一
法
ど
定
め
ら
れ
.其
[i
l
lに
一1

法
の
開
き
.が
あ
づ

 

U

0
イ

月
十
六
H
の
法
#
ビ
同
.時
最
も
注
意
す
べ
き
條 

令
が
發
布
さ
れ
'た
。
を
れ
は
'開
戦

に

先

ち

て

1

旦
廢
止 

さ
れ
；杧.る
'小
齋
の
：
©
入
^

を̂

復

活

.せ

し

め

麵

齙

力

0

A

0 

, 

ニ n 

ン
タ
ル
に
就
き
七
法
を
誠
す
な
ー」

$
に
し
た
ノ

レ

い
.'ぶ
こ 

匕
即
^
是

で

办

る

。
.：
一
方
(:
於
て
は
最
^

惯̂
を
制
定 

し
.て
穀
價
の
騰
意
を
制
限
ず
る
の
f

採
ら
な
が
ら
他 

方

に

於

て

關

稅

に±'
つ
て
穀
價
の
低
落
を
組
止
す
る
の 

策
を
.採
る
.の
は
矛
盾
の
や

ぅ

に

思
は
れ
る

が
、
前
洛
に 

よ

つ
て
！i

要
供
給
の
自
然
の
結
裉
た
る
代
惯
を
取
得
せ 

し
め
ざ
'る
 ̂

W
ビ

に
..よ.つ
.て
S

K
の
利
#
を
制
R
す
る
.以 

上
は
.同
時
に
榖
價
の
低
落
を
防
ぐ
こ
i
に
よ
つ
て
彼
等 

の
刺
益
を
保
»
す
る
の
は
當
然
：で
ゎ
る
ビ
考
へ
ら
れ
丑 

つ
農
民
祉
會
の
ハ
强
烈
な
る
耍
求
が
ぁ
つ
た
の
で
右
の
如 

く
關
税
を
復
活
す
る
こ
ビ
に
な
つ
た
の

で
あ
る
。
伲
し 

外

國

で

は

麵

_

は

頗

る

高

價

な

る

の

結

果

關

稅

な

く

と 

も
民
間
の
輸
入
は
行
は
れ
な
い
狀
態
に
6
つ
れ
の
で
心 

.る
，(
後
述
參
照)

か
ら
し
て
、
此
の
關
稅
の
復
活
は
實 

際
に
於
て
.は
§

の
上
に
は
何
.等
の
影
響
を
も
及
ぼ
す 

こ
ミ
な
'く
單
，に
紙
上
め.空
な
.る
规
定
に
過
ぎ
な
か
つ

れ
ノ 

.他
9
1 '方
が
ら
見
れ
ば
外
國
小
麥
が
關
稅
な 

■け
れ
十
法

®

.

狼め

^
-
K於、

-すら

.K

間
楡
入
の
行
は
れ
得
る
程
度
ま
で
.に
低
落
し
れ
場
合
に 

於

て

も

？
，民

間

の

輸

入

を

妨

げ

て

政

府

が

®
ら
の
負
擔
. 

に
於
て
外
國
小
漆
輸
入
の
衝
に
當
る
と
い
ふ
覺
悟
を
示 

し
れ
る
も
の
€
も
見
ら
れ
得
る
ビ
い
ふ
の
點
に
於
て
意 

_
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

\ 

さ
て
十
月
十
六HI

の
法
律
に
ょ
つ
て
小
麥
の
徵
發
並 

に
貝
入
を
な
す
の
權
限
ビ
資
金
ビ
を
與
へ
ら
れ
た
る
政 

麻
は
如
何
な
る
行
動
を
採
つ
た
か
i
い
ふ
に
"

徵
發
の
一 

方
は
殆
ん
ど
之
を
行
ふ
こ
ビ
は
な
か
つ
た
"
蓋
し
三
十 

法
i
い
ふ
公
定
代
®
以

上

で
賣
質
す
れ
ば
忽
ち
'政
府
に
一 

H
十
法
で
徵
發
さ
れ
て
了
ふ
ビ
い
ふ
の
で
あ
る
か
も
し| 

て
何
人
も
高
く
買
つ
.て
廉
く
賣
ら
し
め
ら
る
、
の
危
險 

を
_
す
こVJ

-̂
敢
て
し
な
：
い
：か
ら
で
あ

.る
_
o實
際
.
此̂

【 

の
權
限
を
行
使
す
る
こ
ぐ
な
も
旣
に
此
の
權
限
を 

行
使
し
得
る
こ
ど
の
規
定
さ
へ
あ
れ
ば
そ
れ
で
充
分
に 

nn.

的
を
達
す
る
^)

ビ

が

出

來

る

か

ら

、
政

府

.が
此
の
點 

に
於
て
何
等
鑛
極
的
行
動
に
出
で
な
か
つ
た
と
し
て
も 

毫
も
不
都
合
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。；
次
に
小
麥
の
輸 

鎔十卷パ一一四九

〉

雜

錄

佛

國

_

_

の

食

料

問

艇
入
の
方
は
如
何
i:
;
い
'ふ
に
當
時
魄
に
«
育
で
は
小
麥
が 

一
ヵ
シ
タ
ル
に
つ
ぎ
三
十
こ
法
以
上
に
上
つ
て
居
る
の 

に
內
國
で
は
最
高
代
惯
を
三
十
法
ビ
し
て
あ
る
か
ら
民 

間
の
輸
入
が
行
は
れ
る
喾
は
な
い
。
此
の
時
に
於
て
民 

間
で
輸
入
の
行
は
れ
な
が
た
め
に
は
«
*
せ
る
運
赁
や 

保
險
料
を
差
別
い
て
紐
育
に
於
て
一
ヵ
ン
タ
ル
に
つ
き 

十
六
法
で
買
#
け
得
ら
る
、
こ
と
を
必
獎
と
す
る
ビ
い 

ふ
狀
德
R
ct
>
つ
た
が
、
そ
の
や
ぅ
な
こVJ

は
到
底
痴
人 

の
夢
に
過
ぎ
な
い
か
ら
勢
；

6

政
府
が
進
ん
で
小
费
輸
入 

を
實
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
地
位
に
立
つ
て
居
つ
れ
。
 

故

に
政
府
は
千
九
西
十
四
年
九
月
八
日
の
條
令
に
ょ
つ 

て
組
織
さ
れ
た
る「

供
給
姿
員
會」

に
娄
囑
し
農
務
湛 

の
指
撣
の
下
に
多
額
の
小
麥
を
外
國
炉
ら
輸
入
し
た
。
 

そ
の
數
量
は
ジ
ー
ド
の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ば
千
九
西
十
芄 

年
五
月
.か
ら
同
年
十

ニ
月
杧
茧
る
間
に
於
て
五
西
七
十 

五
萬
八
千
力
ン
ト
丨

1:
達
し
れ
ビ
い
ふ
。(

ジ
r

'ダ
グ 

ネ
ル
伯
の
云
ふ
所
R
ょ
れ
ば
千
九
百
十
五
年
度
に
.於
.て 

政
府
は
小
麥
千
六
百
七
十

.

t

萬
五
千
ヵ
ン
ト
ー
、
小
麥

第

八

锶

.一
一
三



:

銷

十

盤
2

一
 

五
o
> -

雜

錄

.
■佛
11
戦
時
の
食
料
間
題

粉
H
慕

力

ン
1

-

,

雨
潘
饼
せ
て
千
九
茛
七
十1:

萬
. 

sf
f
F̂
^

.ン
V
;
を
輸
入
.し
れ
-
^
J
.
い
ふ
。
'
.
ジ
f

ド
の
示
す 

所
ビ
は
三
倍
以
上
の
相
違
が
あ
：る
が
後
者
は.1

月
か
ら
 

五
月
^
で
の
分
を
も
合
算
し
て
居
る
の
で
あ
ら
ぅ
i
思 

.ふ)

。其
の
大
部
分
は
北
米
合
衆
國
並
に
南
米
ア
ル
ゼ
ン 

チ
ン
か
ら
輸
入
し
、
又
露
西
® (
北
方
ア
ル
：カ
ン
'グ

氷| 

を
經
て)

チ
ュ
ニ
ス
％
ア
ル
ゼ
リK

等
か
ら
も
各
少
量
苑 

を
輸
入
し
れ
。
而
し
て
買
入
れ
れ
小
麥
の
輸
送
に
就
て 

は
、
當
時
運
賃
が
頗
る
昂
騰
し
て
南
米
ラ
> 
ブ
ラ
タ
地
. 

方
炉
ら
佛
國
ま
で
の
小
麥
！
噸
の
運
賃
戰
前
ニ
十
乃
至 

一
一
十
五
法
な
り
し
も
の
が
今
や
百
六
十
五
法
ビ
な
り
て 

六
倍
乃
至
八
倍
に
騰
貴
し
て
居
れ
か
ら
し
て
、
.運
赁
節 

約
の
目
的
を
以
て
各
國
の
船
舶
五
十
隻
を
傭
船
し
て
之\ 

が
運
送
の
事
に
當
ら
し
め
代
，
其
の
結
娘
と
し
て
小
*

一
噸
の
運
赁
は
艰
均
西
法
內
外
に
減
ず
る
こ
ど
が
出
來 

れ
か
ら
し
て
此
の
點
炉
ら
し
て
む
餘
程
國
费
の
節
約V

J

第

八

挪

一
1

四

.

麥
不
足
の
地
方
に
分
配
し
れ
0
で
.あ
る

が

、
.
之
は
原
則 

i
し
て
は
先
づ
各
大
都
市
に
存
す
る
商
業
會
議
所
は
®
 

5
渡
し
注
文
を
受
る
に
從
つ
て
商
業
會
議
所
か
ら
各
消 

费
者
に
賣
渡
す
こ
と
に
し
た
、
而
し
て
其
の
代
偾
は
國 

定
の
ー
.一

一

十

法

で
3>
る
こ
ヒ
勿
論
で
あ
る
。
政
府
が
&
胄 

で
質
つ
れ
の
は
コ
+ .
一一 
法
以

上
で
あ
り
其
の
他

炉
ら
質 

つ
れ
も
の
も
三
十
法
を
下
る
こV 」

は
な
い
。
m
に
角
高 

く
買
つ
で
廉
く
賣
渡
し
た
の
だ
か
ら
財
政
的
負
擔
は
多 

大
で
あ
つ
た
"
然
し
若
し
そ
れ
が
た
め
に
國
內
の
麵
齙 

の
代
偾
並
に
小
赉
代
惯
を
低
位
に
維
持
す
る

こ

と

が
出 

來

れ

と

す

れ

，ば

此

の

負

®

此

の

犠

牲

は

安

惯

な

も

の

で 

?>
る

と
い
ふ
こ

^
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
® 

る
效
果
を
擧
げ
得
れ
b
や
否
や
。
小
麥
及
小
黎
粉
に
對 

す
る
政
策
全
體
の
效
果
を
檢
し
て
兄
る
の
必
要
か

あ

.千
九
西
十
五
年
十
月
十
六
^
の
法
律
は
小
麥
代
僧
を

な
つ
れ
譯
で
あ
る
。
斯
く
わ
て
佛
國
に
齋
ら
さ
れ
れ
る 

小
资
は
前
記
供
給
委
員
會
の
.手
を
經
11
-之
を
國
內
の

/h

-法

に

：維

持

せ

し

め

んこ
ど

を
H

的V
J
b

て

居

つ
た

の
で
あ
る
が
パ
此
の
目
的
は
梨
し
て
逯
せ
ら
れ
f2
か
ビ

 

い
ふ
に
。
先
づ
小
麥
に
就V

見
れ
ば
、
斯
法
制
宛
實
施 

以
後
四
ヶ
只
の
實
鲼
に
よ
れ
ば
小
麥
代
價
は
多
大
の
變 

泐
を
來
さ
な
か
つ
れ
こ
ビ
は
事
實
で
あ
る
か
ら
全
國
其 

の
效
な
か
b
.し
と
は
云
は
れ
な
い
。
然
，し
な
が
ら
小
麥) 

代
®
を
ば
斯
法
の
賢
施
さ
れ
ざ
り
し
場
合
の
そ
れ
よ
りj

 

も
幾
何
の
程
度
に
於
て
低
く
維
持
し
得
れ
か
ビ
い
ふ
こ 

ど
は
知
る
こVJ

が
出
來
な
い
か
ら
し
て
®
極
的
に
其
の

\ 

效
*
を
表
示
す
る
こ
ビ
は
困
難
で
あ
る
。
而
し
て
斯
法

\ 

の
效
架
ビ
し
て
は
小
麥
代
價
の
變
動
を
少
々
か
ら
し
め 

た
ビ
い
ふ
だ
け
で
全
然
代
價
を
三
十
法
に
維
持
せ
し
め\

 

得
た
ど
い

上
！！

で

は

な

い

の

で

あ

る

。
物
®
表
に
よ
れ| 

ぱ
小
麥
は
到
る
處
三
十〗

法
乃
钜
三
十
三
法
な
6
し
ど
二 

あ
る
。
斯
.
.る
結
果
を
來
し
た
る
原
因
を
尋
ぬ
る
に
そ
は
、
 

敢
て
政
府
が
外
國
か
ら
輸
入
す
る
高
が
少
な
か
つ
れ
爲 

め」

で
は
.な
く
政
府
の
手
か
ら
製
粉
業
者
べ
M
«
す
小
麥 

が

充
分
で
な
か
.つ

た

の

で

地
方
的
取
引
に
依
賴
し
れ
其 

の
結
嫩
炉
、
る
代
價
騰
貴
を
惹
起
し
れ
の
で
あ
る
ど
云
.

绡

十

卷

2

雜
.

錄
佛
國
戦
啡
の
食
料
問
龃

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
前
述
の
如
く
昨
年
巾
R
於 

て
す
ら
旣
に
殆
ん
ど
不
足
：機
を
補
充
ず
る

に
過
.る
の
程 

度
ま
，で

輸

入

し

た

の

で

ぁ

る

が

、
恰

も

國

內

の

鐵

道

に 

於

て

五

捣

輛

以

上

の

貨

^

が

敵

に

奪

は

れ

ニ

萬

輛

以

上 

は
佛
國
，の
軍
用
に
供
せ
ら
れ
て
居
る
が
た
め
に
迅
速
に 

各
地
に
輸
送
す
ゐ
こ
ど
.が
出
來
な
か
つ
れ
か
ら
で

6
 

る
。
何
れ
に
し
て
も
小
麥
の
代
®
を

I .

定
せ
し
む
る
こ 

ど
は
出
來
な
炉
つ
た
の
だ
か
ら
完
全
な
效
«
を
擧
げ
れ 

ビ
は
云
は
れ
な
い
、
け
れ
ど
も
兎
に
角
小
麥
の
騰
貴
を 

甚
.し
か
ら
し
め
ざ
ぅ
し
こVJ

だ
け
は
其
の
效
粜
ヾ」

認
め 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
小
麥
粉
に
就
て
云
へ
ば
、
其 

の
原
料
品
た
る
小
麥
の
代
價
が
旣
に
變
動
し
述
賃
も
勞 

銀
も
變
動
し
て
居
る
の
で
、
そ
れ
を
定
め
て
か
、
ら
ず 

し
-て
小
麥
粉
の
代
®
の
み
を
制
定
し
た
か
ら
し
て
小
麥 

粉
の
代
價
は
地
方
的
费
用
に
基
づ
、い
て
定
め
ら
る
、
の 

外
な
C
從

づ

て

地

方

的

に

四

十

法

ょ

り

四

十

一1

f

い 

ふ
程
度
に
於
て
ニ
法
の
相
違
が
!)
•
つ
.た
。
此
の
點
に
就 

て
は
烦
雜
i
效
果
i
相
償
ひ
し
や
®
や
は
一
サ
疑
は
し

- 

第

八

虢

=
3£



メ .

0

£

 

(I 
m
i
l
)

雜

錄

，
佛
阈
戦
晓
の
翁
_
龃

r

 

o 

’.

\

.‘
 

b
 

, 

.

.

.

然
し
な
が
ら
小
麥
及
小
麥
粉
の
^
:價
に
關
す
る
政
策
' 

の
當
の
自
的
た
る
麵
龅
.の

代

惯
に
就
て
見
れ
ば
は
其
の 

效
.果
を
疑
ふ
こ
S
ば
出
來
な
い
。
第

I

に

「

巴
里
市
公 

報」

の
示
す
所
に
ょ
れ
ば
麵
論
一
キ
ロ
グ
ー
フ
ム
の
代
價
へ 

は
々
千
九
西
十
五
年
の
最
終
のT

週
間
に
於
て
四
十
ニ
ナ
ニ 

ン
チ
ー
ム
六
^
な
つ
て
®
る
！̂

之
は
千
九
西
十
ニ
年 

の
公
表
代
惯
ビ
殆
ん
と
同
惯
で
ぁ
る
。
千
九
百
十I

年 

$
十
三
年
ビ
に
は
之
ょ
り
も
.低
惯
で
ぁ
つ
た
こ
4
は
事 

實
で
ぁ
る
が
戰
前
數
年
の
平
均
代
價
に
比
®
す
れ
ば
僅 

か
に
六
パ
！
セ
ン
ト
，乃
至
八
外
1
セ
ン
ト
の
騰
*
に
過 

ぎ
な
い
。
次
に
佛
國
內
に
於
け
るl

般
食
料
品
の
騰
貴 

の
報
度
:̂

比
較
し
て
見
る
に
、
雞
卵
。馬
鈴
.藉
，傲
類
は 

一
蓓
に
騰
貴
し
砂
糖
は
七
割
*蔬
菜
は
五
割
*酒
観
は
弗 

拘
三
制
餘
•
肉
類
は
雄
均
ニ
割
餘
の
騰
貴
を
來
し
て
居 

る
之
を
本
均
し
て
見
る
ビ
約
|こ
削
の
®
lt
6
い
ふ
こ
ど 

に
な
ぅ
、
典
の
中
騰
貴
の
程
度
最
も
少
き
燒
酎
で
す
ら 

一
割
五
分
ど
い
ル
の
で
あ
：る
の
.に
麵
_
は

前

記

，
の

如

ぐ

第
八
號

^ 1-%

戰
前
に
比
し
て
僅
か
に
，パ
^
乃

至

八

分

の

員

#
.
を
來
し 

て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
：史
に
巴
M
に
於
け
、る
麵
麴
の
代 

偕
を
偸
敦
の
そ
れ
s
比
較
し
て
見
る
に
、
千
九
两
十
五 

年
末
に
：於
.て
巴
®
で
は
四
封
度
塊
{
ニ
千
グ
ラ
ム

)

が

 

八
十
五
サ
ン
チ
ー
ム
で
あ
る
の

に
偸
敦
で
は
四
封
度
槐 

(

千
八
百
十
四
グ
ラ
ム)

が
八
ベ
ン
ス
半
で
あ
つ
た
。
之 

を
詳
細
に
計
算
し
て
見
る
ビ
巴
里
の
方
が
約
一
割
方
廉 

傲
に
な
つ

て
居
る
の
で
あ
るO

斯
の
如
く
麵
雞
の
代
價
は
6

M
に
於
け
る
戰
前
の
代 

惯
ビ
比
較
し
て
大
な
る
騰
貴
を
來
さ
ず
、
他
の
食
刺
品 

よ
り
も
騰
貴
の
程
度
遙
か
に
少
な
く
"
且
つ
#
敦
に
於 

け
る
よ
り
も
頗
る
低
廉
で
あ
•つ
た
ビ
い
ふ
三
個
の
孽
實 

か
ら
し
て
之
を
見
れ
ば
、
假
令
前
段
に
述
ベ
た
如
き
不 

充
分
の
點
は
あ
り
し
に
も
せ
よ
、
小
麥
の
徵
發
。輸
入
、
 

小
麥
粉
代
僧
制
定
等
の
政
策
が
少
な
か
ら
ざ
る
效
艰
あ 

り
L
も
の
と
&
め
な
ぐ
て
.は
な
ら
な
.い
の
で
6
る
。

然
し
な
が
ら
小
麥
に
對
ず
る
右
の
政
策
の
結
报
ヾ」

し 

て
一
の
意
外
な
出
來
事
i>
.
'
&
t
te
、
.そ
れ

は

燕

麥

の

代

f

力
d
麥

の

代

傻

以

上

に

.
勝

只

し

た

ビ

い

ふ
こ

ビ

で

ゐ

は

高

價

な

燕

麥

を

家

畜

に

與

へ

：
て

廉

偾

な

小

»
を

责

る

こ
ビ
を
不
利
ビ
考
へ
、
燕
费
を
少
し
も
多
く
市
場
：に

11
{

る
。
開
戰
の
當
初
に
.小
麥

に

對

し

て

猶

か

の

配

勝

を

し

：
 

始
め
た
頃
か
ら
し
て
同
時
に
其
の
：補
胁
手
段VJ

し
て
燕 

麥

其

の

他

に

對

し

て

も

稀

々

の

配

虛

を

し

た

の

で

?>
つ 

て
、
例
へ
は
千
九
f
B十
四
年
八
月
四
日
に
は
玉
蜀
黍
の 

輸
入
稅
を
廢
止
し
同
月
十
三
1
=
1
に
は
米
の
輸
入
稅
を
廢 

止
し
九
月
ニ
十
二
日
に
は
家
畜
飼
料
に
供
し
#
べ
き
毂j 

物
の
残
滓
の
輸
出
を
禁
じ
な
ど
し
て
小
麥
.の
代
用
品
のj 

供
給
を
僧
加
し
家
®
餌
料
の
減
少
を
防
ぐ
こ
と
に
勗
め| 

た
が
、
小
麥
の
騰
貴
に
つ
れ
て
從
冰
家
蔷
®
料
は
供
せ| 

ら
れ
た
る
燕
赉
の
食
用
漸
次
R
增
加
し
て
_

#の

^

1
 \ 

も
漱
騰
を
來
し
た
。
然
る
に3

ヵ
ン
タ
ル
の
代
偾
三
十
| 

法
i
i/b
め
た
千
九
百
十
五
年
十
月
十
.六
H
の
法
#
は

素j 

ょ
り
小
麥
の
み
に
適
用
さ
る
'ベ
き
も
の
で
ぁ
つ
T
P、麥 

A

の
他
の
も
の
に
は
及
^
な

か
つ
た
結
梁
ふ
し
て
、
小 

麥
は
騰
貴
の
勢
を
抑
制
せ
&
れ
12
が
燕
麥
は
獨
.，9
代
惯 

.
騰

貴

し

て

遂

に

小

麥

の

上

に

出

で

一.

ヵ

ジ
タ

ル
に
づ
き 

S

十

法

ビ
.い
ふ

高

値

を

示

す

に̂つ
た
.。

故
に̂
業
^

.

奶

十

怨

(

一j

罢

|

) 

0

錄

佛

_
戦
陆
の
食
料

g
®

さ

ん

が

た

め

に

却

て
小
麥

を

家

畜

の

餌

料

に

供

す

る

•に 

至
つ
た
ビ
い
ふ
實
例
は
少
な
か
ら
す
あ
つ
た
の
で
あ
つ

て
、
延
て
千
九
旱
筆
末
の
霊
期
に
於
て
小
齋
の

代
り
に
燕
麥
を
播
種
す
る
者
が
頗
る
潘
加
し
れ
。
此
の 

出
來
事
は
千
九
"S
十
六
年
度
の
收
«
に
多
大
の
.惡
影
響 

を
與
ふ
べ
き
こ
^
は
逆
腊
す
る
に
難
ぐ
な
い
の
で
あ
つ 

て
、

一

度
下
院
を
通
過
し
た「

國
定
麵
_」

の
案
に
て
も 

採
用
さ
れ
ざ
る
以
上
は
益
々
多
大
の
小
麥
輸
入
を
必
要 

ど
す
る
に
.至
る
べ
く
、
又
I

に
燕
麥
に
對
じ
て
も
® 

高

^

®

を
制
定
す
る
■の
必
耍
を
生
^.
る
で
あ
ら
ぅ
ど
S 

は
れ
る
。

前
に
も
述
べ
れ
如
く
佛
國
で
は
耕
地
が
颇
る
減
少
し 

て
、

千
九
西
十
五
.年
狄
に
播
猶
さ
れ

た

而

獱

は

侵

略

さ 

れ
た
北
韵

-i
-
ls
f

を
除
い
て
劍
赞
す
れ
ば
千
九
西
十
四
年 

秋
に
五
首
四
十
一
萬
七
千
ユ

ク

ター
ル
な
.

o

し
も
の
が 

僅
か
に
.四
|̂
六
十
ニ
.與
ー
一
千
エ
ク
タ
？

ル
に
減
じ
て

®

第

八

號
' 

i
1

七

，

V .



婼

十

舱(
ニ
瓦
四)

雜

錄

佛

_
戰
時
0
食
料
卯
題

第
八
號

八

る
。
然
る
に
右
に
述
べ
た
如
く
此
の
四
西
六
十一1

萬
一一 

千
エ
ク
タ
j

ル
の
中
に
は
小
麥
栽
培
を
や
め
て
燕
麥
栽 

培
に
移
つ
た
も
の
が
澤
山
に
含
兮
れ
て
居
る
か
ら
し
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